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飼料へのかき殻添加が種々の銘柄の産卵鶏の産卵性能と卵殻質に及ぼす影響

藤中邦則* ・龍田 健*山111奇宗延*

嬰約

20遇齢の市販産卵鶏4銘柄 894羽を用い， 80適齢まで、産卵鶏用市販飼料にかき殻を 2%添加して，

銘柄別の産卵性能と卵殻質を比較した.

1 飼料要求率は各銘柄ともかき殻の添加によって大きくなる傾向であり，収入はどの銘柄でもかき殻

添加によって減少した.

2 破卵・軟卵発生率はかき殻添加，銘柄ともに影響されなかった.

3 44遇齢時の卵殻強度は各銘柄とも 2%のかき殻添加で強くなる傾向であった.

4 産卵性能と卵殻質について，銘柄によるかき殻添加に対する影響の相違に大きな差はなかった.

Effects of Oyster Shell Supplementation on Laying Performance and Egg Shell Quality of Four 
Commercial White Leghom Strains 

Kuninori FUJINAKA， K巴nT A TSUDA and Toshinobu YAMASAKI 

Summary 

Laying perfonnance and egg shell quaIity were compared in four lines of 894 White Leghom laying hens at 20 

weeks of age that had hatched in May and fed a commerciallayer diet supplemented with 2% oyster shell to 80 

weeks of age. 

(1) Feed conversion of each line was larger and income of each line was d巴creasedwith oyst巴rshell 

supplementation. 

(2) Incidence of cracked and shell-less eggs was not a百巴ct巴dby oyster shell supplementation or hen lines. 

(3) Egg shell strength at 44 we巴ksof age in each line tended to be stronger with 2% oyster shell supplem巴ntation.

(4) Response to oyster shel1 supplem巴ntationof each line was simi加 inegg laying perfonnance and egg shell 

quality. 
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繍

採卵鶏経営にとって，産卵鶏の加齢に伴う卵殻質の劣

化は重要な問題であり，卵殻質の劣化する60~70適齢以

降，平均淘汰週齢である82適齢22)までの卵殻質の維持が

重要である.産卵鶏の適正な Ca水準については多くの報

告があるが4，6，10Jl，1740)，老鶏を含む産卵全期間での適正

なCa含量に関する報告は少ない5) 日本飼養標準には，

産卵鶏の Ca要求最は3.40%と記述されているが，市販鰐
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料の Ca含量の表示値2.6ないし2.8%との差が大きく，市

販飼料・に 2%程度のかき殻などの Cai.原を添加している

養鶏場が多い.採卵鶏の銘柄によっては，鰐養管理マニュ

アルの中で Cai.原の添加方法を細かく規定しているもの

もある.

著者らは，産卵後半に産卵量が減少した場合，かき殻

の増量は破卵率を上昇させるが8)，産卵景の減少程度が

小さい場合，産卵全期間のかき殻添加又は産卵盛期での

かき殻の十分景の添加により破卵察が減少すること 7)を

示した.また，銘柄による諸要因に対する影響の相違に

ついては卵重に対してエネルギーレベル I3)，育成銅料2)
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は有意で、あるとし，卵殻質に関する形質では卵変形率に

対しては育成飼料は有意でないの，強制換羽の有無は破

卵率に対して有意である 15)などの報告がある.

従って，餌料摂取能力や，産卵能力の異なる銘柄間で

は，産卵性能や卵殻質に対して，かき殻添加に対して影

響の相違に葉がある可能性がある.そこで，今回，採卵

鶏4銘柄を用い，かき殻無添加とかき殻を 2%添加した

場合の産卵性と卵殻質を比較したので報告する.

材料及び方法

1997年 S月7日に餌付けした市叛鶏4銘柄を16週齢時

にひな 2段，関口22.5cmのケージに収容した.18遡齢まで

市販の大雛用飼料， 20遇齢まで市販の産卵鶏用飼料を給

与し，20適齢から80週齢まで供試した.

供試銘柄と供試;j;j数はデカルブゴールド(以下ゴールドと

呼ぶ)223;j;j，デカjレブTX(以下TXと呼ぶ)222;j;J，イサブラ

ウン(以下イサと呼ぶ)226羽，ボリスブラウン(以下ポリスと呼

ぶ)223;j;Jで，それぞれをかき殻無添加(以下 O!Rと呼ぶ)と

かき殻を 2%添加(以下2区と呼ぶ)に2分した.

産卵成績として毎日の産卵個数と産卵重量を記録した.ま

た，毎日のひび卵数，軟卵数，流失卵数(内部が流失し，卵

殻だ、けが残った卵数)を記錯し，これらの合計を破卵・軟卵

数とした.ひび卵は集卵時に肉眼で発見したものとした.7.1<.は

自由摂取とし，飼料は自動給餌器で 1日3回給解した.飼

料消費量にかき殻は含めず，市販館料のみの消費量を示し

た.28，44，64遡齢特に各反諜ごとに10個の卵を採集し，卵

殻強度を測定した.経済性については，卵販売額，飼料費と

両者の差額を1日l;j;J当たりで計算した.卵販売額は，卵価

を160円/kgとして生産卵量に乗じて算出し，銀キ判t金は

飼料単価を産卵鶏馬飼料40円/kg，かき殻21丹/kgとし

て飼料消費量に乗じて算出した.

産卵鶏用館料は表示{直が CP17%，1居 2.8Mcal!kg，Ca 

2.8%，全PO.55%の市販飼料を用いた.

結 果

表 lに銘柄5.j1J・かき殻処理別の50%産卵日齢，麗卵率，

卵重，産卵日量，餌料消費量，飼料要求率，残存率及び

差額を示した.

50%躍卵毘齢は TXではかき殻の添加でやや阜く，ポ

リスでは逆にやや遅くなり，他の2銘柄ではほとんど蓋が

なかった.

産卵率はイサとポリスでかき殻添加によりやや低くな

る傾向であったが，ゴールドと TXでは，処理問の差は

IJ、さかった.

卵霊では各銘柄とも処現聞の差は小さく，産卵日

産卵率と荷様の傾向であった.

館料消費量は TXとポリスでは処理問の差は小さく，

イサとゴーJレドではかき殻添加区が多い傾向でゴールド

では両者の差は6.8gとやや大きかった.また，銘柄加

ではゴールドの消費量が他の3銘柄よりもやや多い傾向

であった.

飼料要求率はボリスでは処理問差はなかったが，他の

銘柄ではかき殻添加毘でやや劣る傾向であった.

残存事はすXで、は処理問の差は小さかったが，ゴー jレ

ドとボリスではかき殻添加区でやや高く，イサではかき

殻添加区が無添加区よりも13.2%低くなった.

表 l 銘柄部・かき殻処理別の50%産卵日齢，産卵率，卵重，産卵日 餌料消費量，銅料要求率，残存率及び差額

*1 卵重'1 産卵 *1 錦料*2 飼料 *1 残存率 差額*2

銘柄 かき殻処理 日齢 日 消費量 要求率

(日) (%) (g) ( g) ( g) (%) (円)

ゴールド O 152 79.5 65.8 52.3 122.1 2.33 75.9 3.49 

2 151 79.7 65.5 52.2 128.9 2.47 80.2 3.14 

TX O 150 76.3 65.5 50.0 113.9 2.28 71.8 3.44 

2 147 76.4 65.2 49.8 114.7 2.30 72.3 3.33 

イサ O 146 81.5 63.9 52.1 112.5 2.16 79.6 3.83 

2 146 79.8 63.1 50.4 115.5 2.29 66.4 3.40 

ボリス O 148 83.2 64.0 53.3 115.9 2.18 89.3 3.89 

2 151 81.2 64.8 52.6 114.7 2.18 94.6 3.77 

* 1 :試験慰問中の平均値

*2:1B1羽当たり
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表2 各週齢における破卵・軟卵発生率

かき殻 週齢

銘柄 処理 20-40 40-60 60-80 20-80 

破卵・軟卵発生率(%)

ゴ-}レド O 0.23 0.38 0.49 0.36 

2 0.36 0.24 0.63 0.39 

TX O 0.53 0.42 1.02 0.63 

2 0.35 0.62 1.26 0.69 

イサ O 0.32 0.23 0.65 0.38 

2 0.26 0.49 0.89 0.50 

ボリス O 0.12 0.16 0.43 0.23 

2 0.19 0.29 0.37 0.28 

*試験期間中の平均値

差額はどの銘柄でみてもかき殻の添加により減少した.

表2に各週齢における破卵・軟卵発生率を示した.

各適齢を通じて，どの銘柄にもかき殻添加による一定

の傾向はみられなかった.

表3に各週齢における卵殻強度を示した.

各週齢を通じでかき殻の添加により卵殻強度はやや強

くなる傾向であり， 44適齢持では全銘柄でかき殻添加包

の卵殻強度が強く，処理問の差も大きくなる傾向であっ

た.しかし，いずれの適齢のどの銘柄でも有意な差は認

められなかった.

考察

産卵率に対してはエネルギーレベjレ13)，育成錦料，

ケージ密度，給餌スペース 9)では銘柄別の影響の相違に

差がないとしている.また，飼料中 Ca が2.5~5.5%桂

度の関では産卵率に影響しないとする報告が多

い3，4，6，ll，12，14，17，19， 23) 本試験の結果からかき殻添加につ

いても銘柄別の影響の相違に差がなく，また各銘柄内で

もかき殻添加による産卵率の差は小さかった.

卵重については，エネルギーレベル 13)，育成飼料2)な

どが銘柄別の影響の相違に有意な農があるとする報告が

ある.本試験での銘柄別のかき殻添加IR間差はいずれも

小さいものであったことから，かき殻の 2%の添加では

銘柄による影響の相違の差は小さいものと考えられる.

また，各銘柄内の卵重については，多くの報告3，4，ll，12，

14，19，20) はCaレベルは卵重に影響しないとしており，本

試験でもこれらと同様の結果となった.

飼料消費量については，高Caの方が消費量が多いとす

表3 各適齢における卵殻強度

かき殻 週齢

銘柄 処理 28 44 64 

卵殻強度 / cm') 

ゴールド O 3.54 3.19 2.83 

2 3.53 3.29 3.00 

TX O 3.46 3.10 3.23 

2 3.67 3.53 3.39 

イサ O 3.78 2.83 2.99 

2 3.77 3.28 2.85 

ポリス O 3.67 3.15 3.30 

2 4.02 3.30 3.27 

*試験期間中の最小自乗平均値

る報告4A，16)，少ないとする報告21)，蓋がないとする報

告ll，12，14，20)がある.一般的には館料摂取量は飼料の ME

レベルによって決定されると考えられ，本試験でも，処

理開の h岨レベルには差がなかったことから，ゴールド

を除いて銅料消費量の差は小さくなったものと考えられ

る.また， Latshawら13)はエネルギーレベルと銘柄の交

互作用が有意であったとしているが，本試験でのかき殻

の2%の添加ではこのような銘柄別の影響の相違の差は，

認められなかった.

残存事については，銘柄により，かき殻の添加による

影響の相違に差が見られたが，この原因については明ら

かで、なかった.

差額については，各銘柄ともかき殻の添加によって減

少し，これらは著者ら 7，8)の報告と同様の傾向であった.

破卵率については， Leesonら15)は強制換羽と銘柄の交

互作用は日齢によっては有意であったとしているが，本

試験ではそのような傾向は認められなかった.また，著

者ら 7，8)は産卵盛期ではかき殻の添加で破卵率が減少し

たとしているが，本試験ではそのような傾舟は認められ

なかった.

卵殻強度では44週齢時の債が各銘柄ともかき殻の添加

によって強くなり，これは著者らの報告7，8)と同様の傾向

であった.しかし，この傾向は各銘柄に共通しており，

銘柄による影響の相違の差は小さかったものと考えられ

る.

以上の結果から，かき殻の 2%添加に対する各銘柄の

影響の相違の差は，過去の報告における他の諸形質に対

する影響の相違と向様に比較的小さいものと考えられた.
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